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災
害
時
に
迅
速
、
的
確
に
対
応
で

き
る
体
制
の
確
立
と
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練
が
彦
根

市
で
行
わ
れ
ま
す
。
訓
練
は
、
湖
東

地
域
で
震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
す
。

　
「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
家
族
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ご
見
学
く
だ
さ

い
。

主
会
場
（
荒
神
山
会
場
）
で
の

訓
練
内
容

　

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
応
急

救
護
所
訓
練
、
水
防
訓
練
（
土
の
う
積
み

な
ど
）、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
出
・

放
水
訓
練
、
負
傷
者
の
救
出
・
救
護
訓

練
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
、
火

災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
救
援
物
資
の
搬
送
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
起
震
車
に
よ
る

滋

賀

県

総

合

防

災

訓

練

（
彦
根
市
防
災
訓
練
）

日
時　

10
月
25
日
㈰　

午
前
７
時
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

湖
東
地
域
１
市
２
町
（
彦
根
市
、
愛
荘
町
、
多
賀
町
）

▲炎を消火器を使って消火活動をする参加者

▲昨年の救急救助訓練の様子

お
願
い

　

当
日
、訓
練
会
場
周
辺
で

は
、多
く
の
人
や
関
係
車
両

が
集
結
し
ま
す
。
ま
た
、ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
る

騒
音
も
発
生
し
、近
隣
の
皆

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
震
体
験
、
煙
体
験
、
水
消
火
器
体

験
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
訓
練　

な
ど

▼
主
会
場
以
外
に
も
、鳥
居
本
地
区
公

民
館
で
は
、
鳥
居
本
学
区
で
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
避

難
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
立

病
院
で
大
規
模
災
害
救
護
訓
練

を
行
う
ほ
か
、
高
齢
者
総
合
福

祉
施
設
の
邂
逅
の
郷
で
も
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
同
じ
時
間
帯
に
、
ほ
か
の
２
町

に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
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今
年
度
２
回
目
（
最
終
）
の
市
民
創
造
事
業

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
創
造
事
業
は
、
提
案
団
体
が
、
企
画
か

ら
実
施
ま
で
積
極
的
に
事
業
展
開
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
事
業
に
参
加
と
協
力
を
い
た
だ
き
、井

伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
を
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
実
施
日
を
は
じ
め
、
一
部
内
容
が
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、内
容

な
ど
が
今
後
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０

年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（

企
画
課
内
）

☎
30-

６
１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９

８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル  m

ail@
hikone-150th.jp

市
民
創
造
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た

く
と
入
場
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
商
工
会
議
所
☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

２
７
３
０
番

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
ま
つ
り 

in 
彦
根　

〜
キ
グ
る
ミ
さ
み
っ
と
２
０
０
９
〜

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
大
集
合

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
が
一
堂
に
会
す
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
歌
手
の
橋
幸
夫
さ
ん
に

よ
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
音
頭
」
の
披
露
や
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
®
の
名
付
け
親
、
み
う
ら
じ
ゅ
ん

さ
ん
も
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

日
時　

10
月
23
日
㈮　

午
後
１
時
〜
同
６
時

ス
テ
ー
ジ　

①
午
後
１
時
〜　

②
午
後
３
時

〜　

③
午
後
５
時
〜

会
場　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
ふ
れ
あ
い
物
産
展

　

参
加
キ
ャ
ラ
が
会
場
に
登
場
す
る
ほ
か
、

参
加
キ
ャ
ラ
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
ま
す
。

日
時　

10
月
24
日
㈯
、
同
25
日
㈰　

午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド　

ほ
か

※
24
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
２
時
に
銀
座
商
店

街
（
平
和
堂
駐
車
場
）
で
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

た
ち
と
餅
つ
き
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
25
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
に
、
花

　

廣
瀬
一
輝
さ
ん（
廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱
社
長
）

　

宮
川
孝
昭
さ
ん（
彦
根
仏
壇　

永
樂
屋
社
長
）

狂
言

演
目　

太た

刀ち

奪
う
ば
い

出
演　

茂
山
正
邦
、
山
下
守
之
、
松
本
薫

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１
４

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
記
念

講
演
会

　

今
年
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
の
５
カ
国

と
の
修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
、
横
浜
な
ど

の
港
が
開
港
し
て
か
ら
、
１
５
０
年
目
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
の
節
目
を
記
念
し
、
大
河
ド

ラ
マ
「
篤
姫
」
で
井
伊
大
老
役
を
演
じ
ら
れ

た
中
村
梅
雀
さ
ん
と
彦
根
市
出
身
の
小
田
全

宏
さ
ん
に
、
井
伊
直
弼
や
開
国
後
の
日
本
や
、

日
本
の
未
来
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
㈰
午
後
１
時
〜
同
３
時

（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル(

野
瀬
町)

第
１
部　
「
井
伊
直
弼
を
演
じ
て
」

　

講
師　

中
村
梅
雀
さ
ん

第
２
部  

「
井
伊
直
弼
と
日
本
の
こ
こ
ろ
」

　

講
師　

小
田
全
宏
さ
ん（
㈱
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・

　

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
代
表
取
締
役
）　　

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

は
が
き
で
彦
根
商
工
会
議
所
（
〒
５
２
２

-

０
０
６
３　

中
央
町
３-

８
）  

「
井
伊
直
弼

と
開
国
１
５
０
年
祭
記
念
講
演
会
」
係
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
い
た
だ

主　

催　

事　

業

第
３
回
「
彦
根
近
現
代
の
歴
史
ド
ラ
マ

-

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
狂
言
の
夕
べ-

」

　

創
立
60
周
年
を
迎
え
る
滋
賀
大
学
と
共
同

で
、
彦
根
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、
地
場
産
業
の

発
展
を
テ
ー
マ
に
、
地
場
産
業
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
企
業
家
や
有
識
者
が
語
り
合
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
あ
わ
せ
て
井
伊
家
と
ゆ
か
り
の
深

い
茂
山
家
が
テ
ー
マ
に
則
し
た
演
目
で
狂
言

を
上
演
し
ま
す
。

日
時　

11
月
８
日
㈰　

午
後
３
時
〜
同
５
時

30
分
（
予
定
）

場
所　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂
（
馬
場
一
丁

目
）

参
加
費　

無
料

定
員　

２
０
０
人

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
産
業
ブ
ラ
ン
ド
再
生
へ
の
道-

高
島
織

物
の
事
例
に
学
び
彦
根
の
未
来
を
考
え
る-

基
調
講
演　

高
島
織
物
再
生
の
試
み-

歴
史

に
学
び
未
来
へ-

講
師　

高
橋
志
郎
さ
ん
（
高
橋
織
物
㈱
取
締
役

社
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ー
マ

「
地
域
産
業
の
活
性
化
」

パ
ネ
リ
ス
ト

　

野
本
明
成
さ
ん（
滋
賀
大
学
産
業
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
長
）

　

磯
部
和
夫
さ
ん
（
滋
賀
銀
行
専
務
取
締
役
）

し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店
街
で
、
決
戦
！
歴

キ
ャ
ラ
！
「
陣
取
り
合
戦
・
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

安
全
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
夢

京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
と
彦
根
東
高
校
前

〜
京
橋
を
24
日
㈯
・
25
日
㈰
と
も
交
通
規
制

し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

徒
歩
ま
た
は
、
公
共
交
通
機
関
で
の
ご
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。
両
日
と
も
市
外
か
ら

多
く
の
来
場
が
あ
り
、
会
場
付
近
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
四
番
町
ス
ク
エ
ア
駐
車
場
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
商
店
街
連
盟
☎
22-

７
３
０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

27-

０
１
３
４
番

稲
枝
ま
ち
お
こ
し
フ
ェ
ア
２
０
０
９

　

稲
枝
地
域
の
物
産
の
即
売
会
や
展
示
、
Ｊ

Ａ
東
び
わ
こ
に
よ
る
野
菜
の
販
売
、
現
代
の

名
工
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
東
映
の
い
わ
す

と
お
る
氏
と
小
江
戸
実
感
劇
団
に
よ
る
寸
劇
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
「
舞
宇
夢　

赤
鬼
」
な
ど
、

各
種
市
民
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
が
行
わ
れ

ま
す
。
ひ
こ
に
ゃ
ん
、
ひ
こ
ち
ゅ
う
、
カ
モ

ン
ち
ゃ
ん
も
登
場
予
定
で
す
。

日
時　

1 1
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

場
所　

Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
稲
枝
支
店（
本
庄
町
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

稲
枝
商
工
会
☎
43-

２
２
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
43-

６
３
３
８
番

内
容　

湖
東
焼
の
独
自
の
技
術
と
文

化
の
再
発
見
の
た
め
、
京
焼
作
家

や
学
芸
員
な
ど
を
招
い
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、改

め
て
湖
東
焼
を
検
証
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
22
年
１
月
〜
同
３
月

会
場　

琵ひ

湖こ

音ね

湖こ

東と
う

焼や
き

体
験
道
場（
予
定
）

実
施
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湖
東
焼
を

育
て
る
会

改
め
て
「
湖
東
焼
の
美
と
盛
衰
を

学
ぶ
」
特
別
講
演
会

内
容　

彦
根
ホ
テ
ル
連
絡
協
議
会
の

ホ
テ
ル
に
は
年
間
約
２
万
３
、
０

０
０
人
が
宿
泊
さ
れ
ま
す
。
お
客

様
が
く
つ
ろ
が
れ
る
全
客
室
に
、

日
本
の
開
国
に
大
き
く
尽
力
し
た
、

井
伊
直
弼
の
歴
史
的
事
実
の
資
料

を
配
置
し
、市
民
（
ホ
テ
ル
関
係
者
）

の
立
場
か
ら
井
伊
直
弼
の
人
間
性

を
訴
え
ま
す
。

開
催
期
間　

平
成
22
年
１
月
〜

会
場　

加
盟
ホ
テ
ル
客
室　

実
施
団
体　

彦
根
ホ
テ
ル
連
絡
協
議
会

日
本
を
開
い
た　

直
弼

内
容　

井
伊
直
弼
に
よ
る
開
国
で
、

外
国
か
ら
優
れ
た
繊
維
技
術
が
導

入
さ
れ
、
彦
根
も
繊
維
で
の
殖
産

興
業
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
繊
維
が
彦
根
地
場
産
業
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

開
国
に
よ
っ
て
発
展
し
た
ひ
こ

ね
繊
維
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催

や
、
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
る
縫

製
授
業
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て

ひ
こ
ね
繊
維
を
紹
介
し
ま
す
。  

　
　

ま
た
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
ま
つ
り
で

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
下
着
」
を
発
表
し
、

ひ
こ
ね
繊
維
を
全
国
に
発
信
し
ま

す
。

開
催
期
間　

〜
平
成
22
年
３
月

会
場　

小
・
中
学
校
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

ま
つ
り
会
場　

ほ
か

実
施
団
体　

ひ
こ
ね
繊
維
協
同
組
合

１
５
０
年
祭
委
員
会

ひ
こ
ね
繊
維
も
の
が
た
り

内
容　

井
伊
直
弼
が
こ
よ
な
く
愛
し

た
陶
磁
器
の
中
で
、
自
ら
製
作
に

打
ち
込
ん
だ
「
楽
焼
」
の
絵
付
け

出
張
体
験
を
通
し
、
直
弼
文
化
へ

の
触
れ
あ
い
や
、
小
中
学
生
な
ど

の
も
の
づ
く
り
体
験
や
地
域
文
化

活
動
へ
の
貢
献
を
図
り
ま
す
。

開
催
期
間　

〜
平
成
22
年
３
月

会
場　

市
内
小
・
中
学
校
、
自
治
会

実
施
団
体　

沼
波
工
房

楽
焼
「
大
老
楽
」
出
張
体
験
事
業

内
容　

柳
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
井
伊

直
弼
の
人
物
像
を
「
柳
」
を
通
し

て
検
証
し
ま
す
。
柳
を
中
心
と
し

た
作
品
展
示
に
併
せ
て
、
柳
の
絵

画
教
室
・
和
歌
教
室
・
リ
ー
ス
教

室
な
ど
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
柳
の
植
樹
や
石
州
流

茶
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

開
催
期
間　

平
成
22
年
１
月
23
日
㈯

〜
同
24
日
㈰

会
場　

彦
根
市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

第
１
会
議
室

実
施
団
体　

一
期
一
会
の
会

井
伊
直
弼
と
柳

内
容　

江
戸
時
代
に
入
り
、
彦
根
藩

か
ら
大
い
に
奨
励
さ
れ
、
将
軍
家

に
も
献
上
さ
れ
、
近
江
商
人
に
よ

り
全
国
に
広
ま
っ
た
「
近
江
上
布
」。

そ
の
伝
統
と
技
術
は
、
今
も
職
人

に
よ
り
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

近
江
上
布
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
と
同
時
に
、
背
景
に
あ

る
彦
根
藩
と
の
か
か
わ
り
も
講
習

会
で
検
証
し
ま
す
。

開
催
期
間　

11
月
下
旬

会
場　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

実
施
団
体　

近
江
上
布
つ
ぐ
む
会

 

将
軍
家
に
献
上
し
て
い
た

「
近
江
上
布
」
の
魅
力
を
再
発
見

※
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
大
集
合
」
を
ご
覧

に
な
る
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ

チ
（
１
、
０
０
０
円
）
に
つ
い
て
い
る

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。（
オ
リ
ジ

ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
は
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。）
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ま
た
、
実
施
日
ま
で
に
通
知

書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載

さ
れ
た
事
項
に
誤
り
が
あ
っ
た

り
し
た
と
き
は
、

教
育
委
員

会
保
健
体
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
課
☎
24-

７

９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１

９
０
番

ご
覧
く
だ
さ
い　

琵
琶
湖
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

◆
登
録
者
名
簿
の
縦
覧
◆

期
間　

10
月
20
日
㈫
〜
1 1
月
３
日

（火・祝）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
４
階
）、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
庁
舎
西
口
宿
直
室

※
登
録
資
格　

市
内
に
住
所
か
事

業
所
が
あ
る
人
で
、
１
年
に

90
日
以
上
漁
船
を
使
用
し
て
漁

業
を
営
む
か
、
漁
業
者
の
た
め

に
漁
船
を
使
用
し
て
水
産
動
植

物
の
採
捕
ま
た
は
養
殖
に
従
事

し
、
今
年
の
12
月
５
日
現
在
で

施
策
評
価
調
書
・
事
務
事
業

評
価
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

彦
根
市
で
は
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

平
成
11
年
度
か
ら
、
行
政
評
価
の

一
環
と
し
て
事
務
事
業
評
価
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18

年
度
か
ら
は
施
策
に
対
す
る
評
価

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

の
概
要
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
彦
根
市
が
行
っ
た
施
策
評
価

お
よ
び
事
務
事
業
評
価
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、

効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
表
す
る
施
策
・
事
務
事
業

　

予
算
執
行
に
か
か
る
も
の
と
し

て
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
彦
根
市

総
合
発
展
計
画
で
位
置
づ
け
て
い

る
す
べ
て
の
施
策
（
55
の
施
策
）

と
、
３
つ
の
構
想
の
推
進
を
あ
わ

せ
た
58
項
目
を
公
表
し
ま
す
。
ま

た
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
彦
根
市

が
料
金
を
決
定
す
る
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
の
う
ち
、
29
事
業
に
つ

い
て
事
務
事
業
を
公
表
し
ま
す
。

　

評
価
調
書
な
ど
は
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・

各
出
張
所
に
あ
る
ほ
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
言
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
市
政

を
実
現
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

意
見
や
提
言
は
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・
各

出
張
所
に
あ
る
用
紙
に
記
入
し
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
意
見

箱
に
投
函
い
た
だ
く
か
、
支
所
・

各
出
張
所
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
行
政
評
価
」
ペ
ー
ジ

か
ら
も
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
意
見
・
提
言
の
提
出
は
、

12
月
28
日
㈪
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
の
問
い

合
わ
せ
は
、
各
担
当
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

お
忘
れ
な
く　

新
一
年
生
の

就
学
時
健
康
診
断

　

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼

児
（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
同
16

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
会
場
と
な
る
小
学
校

1 1
月
５
日
㈭　

城
西
小
学
校

　
　

６
日
㈮　

稲
枝
東
小
学
校

　
　

９
日
㈪　

旭
森
小
学
校

　
　

10
日
㈫　

城
陽
小
学
校

　
　
　
　
　
　

鳥
居
本
小
学
校

　
　

11
日
㈬　

稲
枝
北
小
学
校　

　
　

12
日
㈭　

若
葉
小
学
校

　
　

　　
　
　

亀
山
小
学
校

　
　

17
日
㈫　

城
南
小
学
校

　
　

18
日
㈬

　　　　
平
田
小
学
校

　
　
　
　
　
　

城
北
小
学
校

　
　

19
日
㈭　

城
東
小
学
校

　
　

　　　
　
　

金
城
小
学
校

　
　

20
日
㈮　

佐
和
山
小
学
校

　
　

24
日
㈫　

河
瀬
小
学
校

　
　

26
日
㈭　

高
宮
小
学
校

　
　

27
日
㈮　

稲
枝
西
小
学
校　

受
付
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
〜
同
２
時

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前

に
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、

健
康
診
断
票
と
保
健
調
査
票
、

ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
表
を
送
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
当
日
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
　

な
お
、
受
診
す
る
日
と
会
場

は
通
知
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で

き
な
い
場
合
は
、
会
場
と
な
る

小
学
校
と
、
変
更
し
て
受
診
す

る
小
学
校
に
連
絡
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
（
宅

老
所
）
は
、「
地
域
の
中
で
、
気
軽

に
人
と
交
わ
り
た
い
」
と
い
う
願

い
を
持
つ
高
齢
者
の
た
め
に
、
市

内
の
８
か
所
で
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
民
家
な
ど
の
既
存
の
建
物
を

改
修
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

に
な
っ
て
運
営
し
て
お
り
、
高
齢

者
の
人
た
ち
が
、
ゲ
ー
ム
や
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
気
軽
に
過
ご

せ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
各
小
学
校
区
に

「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
の
開

設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

開
設
・
運
営
に
対
し
て
の
補
助

制
度
も
あ
り
ま
す
。
補
助
制
度
や

現
在
開
設
し
て
い
る
「
や
す
ら
ぎ

ふ
れ
あ
い
の
館
」
を
左
の
表
で
紹

介
し
ま
す
。

　

関
心
が
あ
る
人
、
制
度

を
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、

介
護
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護

福
祉
課
☎
23-

９
６
６

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１

７
６
８

20
歳
以
上
の
人
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局
☎

30-

６
１
３
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

第
７
回

彦
根
市
環
境
審
議
会
を
開

催
し
ま
す

　

彦
根
市
環
境
審
議
会
は
、
彦
根
市

環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
の
区

域
に
お
け
る
良
好
な
環
境
保
全
と

創
出
に
関
し
基
本
的
事
項
を
調
査

審
議
す
る
機
関
で
す
。

 

今
回
の
審
議
会
に
お
い
て
は
、良
好

な
環
境
の
保
全
と
創
出
に
向
け
て
、

取
り
組
む
べ
き
目
標
や
、
そ
の
目
標

達
成
具
合
を
数
量
的
に
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
環
境
指
標
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

会
議
は
公
開
さ
れ
、
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望

す
る
人
は
、
審
議
会
開
催
日
の
午
前

中
ま
で
に

生
活
環
境
課
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
先
着
10

人
ま
で
と
し
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈭　

午
後
３
時

か
ら

場
所　

市
役
所
５
階　

第
３
委
員

会
室

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎

30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

　

９
月
30
日
か
ら
育
児
・
介
護
休

業
の
取
得
な
ど
に
伴
っ
て
、
休
業

を
取
得
す
る
人
と
事
業
主
と
の
間

に
発
生
す
る
紛
争
に
つ
い
て
、
都

道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
紛
争
解

決
の
援
助
制
度
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
雇

用
均
等
室
☎
０
７
７-

５
２
３-

１
１
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
７-

３
２
７
７
番

国
民
年
金
推
進
員
が

戸
別
訪
問
し
て
い
ま
す　

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
皆
さ
ん

の
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る
た
め
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
人
を
対
象
に
、
職
員
の
ほ
か
、

国
民
年
金
推
進
員
が
訪
問
し
、
国
民

年
金
制
度
の
案
内
や
、
保
険
料
の
領

収
、
納
付
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

国
民
年
金
推
進
員
は
、
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
す
。
平
日
の
昼
間
以
外
に
夜

間
や
休
日
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険

事
務
所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１

１
４
番
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友
だ
ち
の
大
切
さ

橋は
し

口ぐ
ち　

麻あ
さ

美み　

さ
ん
（
稲
枝
東
小
学
校
６
年
）

　

私
は
、
友
だ
ち
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
る
一
つ
の
出
来
事
で
、
私
は
友

だ
ち
が
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

私
は
、
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
卵
が
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
給
食
で
卵
ス
ー
プ
な
ど
卵

が
入
っ
た
も
の
が
出
る
と
、
私
は
そ
の
お
か

ず
を
も
ら
い
ま
せ
ん
。
あ
る
時
給
食
で
中
華

ス
ー
プ
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
卵
ス
ー
プ

よ
り
も
少
な
い
、
お
玉
で
と
れ
る
ぐ
ら
い
の

卵
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
い
つ
も
の
よ

う
に
お
か
ず
を
配
っ
て
い
た
友
だ
ち
に
、

「
今
日
の
ス
ー
プ
卵
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
食

器
一
つ
減
ら
し
と
い
て
。」
と
言
い
ま
し
た
。

す
る
と
い
つ
も
と
ち
が
う
答
え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。「
こ
れ
ぐ
ら
い
の
卵
や
っ
た
ら
、

取
っ
て
ス
ー
プ
だ
け
に
し
た
る
わ
。
ス
ー
プ

だ
け
や
っ
た
ら
い
い
や
ろ
。」
と
そ
の
友
だ
ち

は
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
う
ん
。」と
答
え
ま

し
た
が
、
そ
の
時
は
、
う
れ
し
さ
と
お
ど
ろ

き
で
声
が
そ
れ
だ
け
し
か
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
し
し
て
か
ら
、「
あ
り
が
と
う
。
ほ
ん
ま
に

あ
り
が
と
う
。」
と
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

て
決
め
つ
け
て
見
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
人
は
み
ん
な
ち
が
っ
て
当
た
り
前
だ

と
思
い
ま
す
。
背
の
高
い
人
も
い
れ
ば
、
低

い
人
も
い
ま
す
。
見
か
け
も
ち
が
え
ば
、
考

え
方
も
ち
が
い
ま
す
。
だ
か
ら
っ
て
、
そ
の

人
の
一
部
だ
け
を
と
ら
え
て
決
め
つ
け
て
み

て
し
ま
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

友
だ
ち
は
、
自
分
を
助
け
て
く
れ
て
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

す
。
そ
う
な
る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
自
分

の
気
持
を
伝
え
あ
う
こ
と
も
必
要
だ
し
、
相

手
の
一
面
だ
け
を
見
て
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
人
の
優
し
い
と
こ
ろ
、
よ
い
と
こ

ろ
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思

し
た
。
私
は
も
う
、
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く

て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卵
が
入
っ
て
い

る
か
ら
、
私
は
中
華
ス
ー
プ
は
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
決
め
つ
け
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
も
ら
わ
な
い
の
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
本
当
は
、
卵
を
抜
い
て
ス
ー

プ
だ
け
食
べ
た
い
な
ぁ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た

ら
迷
惑
や
ろ
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私

の
気
持
ち
を
そ
の
友
だ
ち
が
わ
か
っ
て
く
れ

て
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
友
だ

ち
は
私
に
新
し
い
考
え
方
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

私
は
、
友
だ
ち
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

る
努
力
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
情
け
な
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
て
相
手
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

は
大
切
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
、
友
だ
ち
を
い
じ
め
た
り
差
別
し
た
り

す
る
人
が
い
ま
す
。
友
だ
ち
は
自
分
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
、
友
だ
ち
の

お
か
げ
で
自
分
が
成
長
す
る
と
き
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
大
切
な
友
だ
ち
を
ど

う
し
て
い
じ
め
た
り
差
別
し
た
り
す
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
い
じ
め
る
の
は
そ

の
人
の
悪
い
と
こ
ろ
し
か
見
て
い
な
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
の
一
部
だ
け
を
見

　
　
　
　
　

選　
　

評

　

友
達
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
友
達
は
新
し
い
考
え
を
教
え
て
く

れ
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
相
手
の

あ
る
一
面
だ
け
を
見
て
決
め
つ
け
る
こ
と
な
く

理
解
し
合
お
う
と
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
い
て
い
ま
す
。
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で

し
っ
か
り
伝
え
合
い
、
仲
間
と
支
え
合
い
な
が

ら
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

〈日程・講座内容〉 1 1月21日㈯「光とエネルギー」　
11月28日㈯「東アジアの浅水湖沼の現状」　

12月５日㈯「水田からのメタン発生と地球温暖化」　〈時
間〉1 3：30～ 15：20（３回とも）　〈定員〉100人　〈参加
費〉各回500円　〈募集期限〉1 1月13日㈮　 〈申込方法・
問い合わせ先〉住所・氏名・電話番号・Ｅメールアドレ
ス、受講希望日を書いて、電話・ファクス・はがき・Ｅ
メールのいずれかで、滋賀県立大学地域づくり教育研究
セ ン タ ー ( 〒 522-8533 八 坂 町 2500） ☎ 28-8210、
FAX28-8473、Ｅメール：chiiki_grp@office.usp.ac.jpへ

〈日時〉1 1月21日㈯、同28日㈯、12月12日㈯　10：00～12：
00　〈対象〉手作りおやつに興味のある小学生以上の人
（小学１・２年生の人の参加には、保護者の同伴が必要です）

　〈受講料〉600円（中学生以下は無料）ただし、材料費
900円、保険代 100円が別途必要です。　〈応募期間〉10
月19日㈪～ 11月６日㈮（当日消印有効）　〈定員〉20人（応
募者多数の場合、抽選）〈申込方法・問い合わせ先〉往
復はがきの往信の裏に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電
話番号、希望講座を、返信の表に郵便番号、住所、氏名
を書いて、 教育委員会生涯学習課（〒522-0001　尾末
町１-38）☎ 24-7971、FAX23-9190まで申し込んでく
ださい。

〈内容〉よく噛むことは、歯や全身の健康にとって大切で
す。そこで、よく噛むことができる料理のレシピコンク
ールを行います。　〈募集期限〉1 0月31日㈯　〈申し込み
方法〉滋賀県歯科医師会のホームページから、申し込み
用紙をダウンロードしていただき、必要事項を書いて、
滋賀県歯科医師会までファクスをした後、材料・レシ
ピ・調理後の写真、料理の特徴を、Eメールで送付し
てください。なお、申し込み用紙のダウンロードがで
きない人は、滋賀県歯科医師会までご連絡ください。　
〈問い合わせ先〉滋賀県歯科医師会☎ 077-523-2787、
FAX077-523-2788、Eメール :koho@shigaken.ddo.
jp、ホームページ：http://www.biwa.ne.jp/~sikaisi-/

〈内容〉子どもセンター周辺の荒神山や宇曽川、曽根沼
に飛来・生息する野鳥を観察しながらビンゴに挑戦しよ
う。　〈日時〉11月14日㈯　９：30～ 11：30（小雨決行）　

〈場所〉子どもセンター（日夏町）〈対象〉小学生（小学３
年生以下は保護者同伴）　〈定員〉20組（先着順）　〈申込開始
日〉10月16日㈮　〈参加費〉100円（保険代含む）　〈持ち物〉
筆記用具、雨具、双眼鏡（あれば）、手袋、水筒　〈申込方法・
問い合わせ先〉電話か、直接子どもセンター☎ 28-3645
（FAX共用）で申し込んでください。

 

　滋賀県立大学　秋期公開講座
 

　よく噛
か

んで健康レシピコンクール

 

　教室開放事業「ビストロファミリー講座」（高宮地域文化センター）

　井伊直弼の大老政治においては、水戸藩徳川斉
なり

昭
あき

、

薩摩藩島
しま

津
づ

斉
なり

彬
あきら

、宇和島藩伊
だ

達
て

宗
むね

城
なり

、土佐藩山内豊
とよ

信
しげ

（容
よう

堂
どう

）、福井藩松
まつ

平
だいら

慶
よし

永
なが

（春
しゅん

嶽
がく

）らの諸大名との

間で、激しい政争が繰り広げられました。幕末の政

治舞台では井伊直弼と政治的ライバルたちの個性が

どのようにぶつかり合ったのでしょうか。講演会で

は、彼らの個性を伝える手紙やゆかりの品などの展

示作品をとおして、幕末期の政治のあり方を解説し

ます。通常のギャラリートークより長めの講演です。

日時　11月14日㈯　14：00～ 15：30

講師　渡辺恒一（彦根城博物館学芸員）

場所　彦根城博物館講堂・特別企画展会場

定員　80人（先着順）

参加費　100円（資料代として）。ただし、特別企画展会

場の見学には観覧料が必要です。

申込期限　11月７日㈯（当日消印有効）

申込方法・問い合わせ先　往復はがき往信の裏面に

「講演会＆ギャラリートーク参加希望」、住所、氏

名、電話番号を、返信の表面にも住所・氏名を書

いて彦根城博物館学芸史料課（〒522-0061　金亀町

1-1）☎ 22-6100、FAX22-6520へ。申込みは１人

１通です。

シリーズ「直弼発見！」特別企画展「政治の時代－井伊直弼と幕末の群像－」

講演会＆ギャラリートーク「井伊直弼とライバルたち」

加
か

藤
とう

　文
ふみ

馨
か

さん
（金城小学校５年生）

い
ま
す
。
こ
の
出
来
事
で
、私
は
友
だ
ち
は
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、よ
り
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、い
じ
め
た

り
決
め
つ
け
て
見
た
り
し
て
、友
だ
ち
を
悲
し

い
気
持
ち
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。そ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
と
心

に
誓
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
友
だ
ち
に
自
分
の
気

持
を
し
っ
か
り
伝
え
、自
分
を
わ
か
っ
て
も
ら

う
こ
と
と
、友
だ
ち
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
あ
げ

る
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。学年は、応募時のものです

 

　バードウォッチング＆野鳥ビンゴに挑戦！
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※駐車場での駐車時間は、30～ 40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

11月前半

２日㈪

４日㈬

５日㈭

６日㈮

９日㈪

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一

丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【11月前半】

図書館休館日 ２日㈪、３日（火・祝）、９日㈪

５日㈭

６日㈮

４日㈬

７日㈯

１0日㈫

１1日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１2日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

1 1 月前半

１3日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

ひ
こ
ね
燦さ

ん

ぱ
れ
す
秋
祭

い
き
い
き
講
座
受
講
生
作
品
展　

1 1

月
１
日
㈰
〜
15
日
㈰
（
た
だ
し
1 1
月
２

日
㈪
、
同
９
日
㈪
は
休
館
）、
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
15
日
㈰
は
、
午
後
３

時
ま
で
）

１
日
体
験
講
座(

左
の
表
の
と
お
り)

　

事
前
に
窓
口
で
の
申
込
が
必
要
で
す
。

　

10
月
16
日
㈮
か
ら
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ひ
こ
ね
燦
ぱ

れ
す（
小
泉
町
）☎
26-

７
２
７
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
３
７
７
番
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内う
ち

堀ぼ
り

颯は
や

爽さ

ち
ゃ
ん

（
甘
呂
町
）

北き
た

川が
わ

莉り

緒お

ち

ゃ

ん

（
野
田
山
町
）

東　

空
ち

ゃ

ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

ひ
が
し     　
　

り      

く

ひこね元気計画21
推進中！
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江
戸
時
代
、
彦
根
に
は
表

お
も
て

御ご

殿て
ん

と
と
も
に

２
つ
の
下
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
表
御
殿
は

彦
根
藩
の
公
的
な
仕
事
や
行
事
な
ど
を
執
り

行
う
と
と
も
に
、
藩
主
が
日
常
生
活
を
送
っ

た
所
で
す
。
現
在
、
彦
根
城
博
物
館
と
し
て

復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
下
屋
敷
は
槻

け
や
き

御ご

殿て
ん

と
お
浜
御
殿
が

あ
り
ま
し
た
。
槻
御
殿
は
玄
宮
楽
々
園
と
呼

ん
で
い
る
所
で
す
。
槻
御
殿
は
、
井
伊
家
４

代
の
直な

お

興お
き

に
よ
っ
て
、
延え

ん

宝ぽ
う

５
年
（
１
６
７

７
）
に
造
営
が
は
じ
ま
り
、
同
７
年
に
完
成

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
以
後
、
代
々
の

隠い
ん

居き
ょ

地ち

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は

庭
園
部
分
を
玄
宮
園
、
建
物
部
分
を
楽
々
園

と
称
し
て
い
ま
す
。

　

玄
宮
園
の
名
は
、
中
国
の
宮
廷
に
付
属
し

た
庭
園
を
「
玄
宮
」
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
命

名
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
彦
根
城

を
借
景
と
し
、
満
々
と
水
を
た
た
え
る
池
水

を
中
心
に
、
池
中
の
島
や
入
江
に
架
か
る
９

つ
の
橋
な
ど
、
雄
大
で
豊
か
な
情
景
は
大
名

庭
園
の
典
型
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

楽
々
園
は
、
11
代
直な

お

中な
か

の
隠
居
に
よ
り
、

最
大
規
模
に
膨
ら
み
ま
し
た
。
内
堀
に
面
し

た
道
路
い
っ
ぱ
い
ま
で
屋
敷
が
広
が
り
、
そ

の
規
模
は
現
在
の
10
倍
近
く
あ
り
ま
し
た
。

現
在
修
理
中
の
御
書
院
も
直
中
が
建
立
し
た

も
の
で
す
。
直
中
の
14
番
目
の
男
子
で
あ
っ

た
直な

お

弼す
け

も
、
直
中
の
隠
居
後
に
こ
の
場
所
で

誕
生
し
、
17
歳
ま
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
の
下
屋
敷
で
あ
る
お
浜
御
殿

は
、
彦
根
城
よ
り
少
し
離
れ
た
琵
琶
湖
岸
の

松
原
に
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
建
物
が
わ
ず

か
し
か
な
く
、
あ
く
ま
で
庭
園
を
主
体
と
し

た
い
わ
ば
離り

宮
き
ゅ
う

で
し
た
。
琵
琶
湖
の
水
を
利

用
し
て
水
位
が
変
化
す
る
汐し

お

入い
り

式し
き

の
池
を
中

心
に
、
茶
室
や
馬ば

場ば

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
政
務
に
疲
れ
た
藩
主
が
、
彦
根
城

か
ら
船
で
や
っ
て
き
て
、
こ
こ
で
し
ば
し
時

を
忘
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
２
つ
の
下
屋
敷
は
、
異
な
る
様
相

を
示
す
大
名
庭
園
と
し
て
、
と
も
に
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
松
原
下
屋
敷
は
、
11
月
14
日
㈯
〜

同
30
日
㈪
に
特
別
公
開
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財

課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: b

u
n

k
a

z
a

i@
m

x
.h

ik
o

n
e

.e
d

.jp
 

▲琵琶湖の水位と連動して姿を変える
　「お浜御殿」庭園

　

彦
根
市
に
は
豊
か
な
文
化
財
が
残
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で
興

味
深
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
彦
根
藩
の
下
屋
敷
で
あ
る

玄
宮
楽
々
園
と
旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
庭
園
、
織
田

信
長
や
石
田
三
成
と
い
っ
た
多
く
の
武
将
が
活
躍
の
場
と
し
た
佐

和
山
城
跡
、
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
鳥
居
本
宿
、
井
伊
家

歴
代
藩
主
と
そ
の
一
族
の
墓
石
が
連
な
る
井
伊
家
墓
所
を
回
る
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
※
小
雨
決
行
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
、
ま
た
は
彦
根
の
歴
史
や
文
化
に
関
心
の
あ
る
小

学
生
以
上
の
人

定
員　

各
回
50
人
（
先
着
順
） 

参
加
費　

無
料

申
込
開
始
日　

10
月
15

日
㈭

申
込
方
法　

教
育
委
員

会
文
化
財
課
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。ま
た
、教

育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。
フ
ァ
ク

ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
し
込
む
場
合
は
、
住

所
、
電
話
番
号
、
氏
名

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教

育
委
員
会
文
化
財

課
☎
26-

５
８
３
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー

ル

: b
u

n
k

a
z

a
i@

m
x.hikone.ed.jp

彦
根
歴
史
探
索
ウ
ォ
ー
ク

おわびと訂正
広報ひこね９月１日号24ページの「楽々園「御書院棟」の解体修理に着手しました」と広報ひこね９月15日号７ペー
ジの「楽々園建造物（御書院棟）保存整備工事現場見学会を開催します」について、「井伊直中は、文化10年（1813）５月の
退隠」となっていました。正しくは、「文化９年」です。おわびして訂正します。

参
加
者
募
集


